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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

ナガセヴィ－タ株式会社は、地球規模での環境保全が最重要課題である
と認識し、限りある資源のもと、人類と自然の調和を図りつつ、一層の
「持続的な発展」を目指します。そのために全社員の参加による環境品
質の向上活動を進め、環境・経済・社会に貢献します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況について6カ月毎に確認を行っている。
違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

2024年度実績は、生産量は増加しているが、廃棄物量については例年通
りとなっています。ただし、廃水処理効率化により廃液の外部処理は今
年度後半より無くなっており、効果的な対応がとられています。5年度間
平均原単位は1%以上改善できています。生産性向上、省エネ活動等によ
る使用エネルギー削減に向けた継続的な取組の結果が表れており、当事
業部門の事業活動が地球環境の保全に貢献していると考えます。

基 本 方 針

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容
基本方針(品質方針)については全社で統一されており変更はなし
目標については、改善の機会を考慮したうえで設定する

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

1.廃棄の削減・抑制：製造ﾛｽの削減、試験消耗品の削減
2.環境汚染防止：流出防止
3.法規制管理体制の強化：管理の徹底
4.新規製品開発による環境負荷の軽減：環境負荷軽減製品開発･販売
5.主要製品の生産性改善による環境負荷の軽減：環境負荷軽減製品開発･
販売
6.省エネルギー活動の推進：省エネ活動にて取組
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1　廃棄の削減・抑制
2　環境汚染防止
3　法規制管理体制の強化
4　新規製品開発による環境負荷の軽減
5　主要製品の生産性改善による環境負荷の軽減
6　省エネルギ－活動の推進

ナガセヴィ－タ株式会社
代表取締役社長　万代　隆彦

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

1　環境マネジメントシステムの構築とその継続的改善を行い、環境目標を定め
環境負荷の低減と環境品質の向上に努める
2　環境関連の法規制・協定を尊守すると共に、自主基準、業務手順を整備し、
環境管理の向上を図る
3　地球環境を保護するために、製品の設計段階で原材料の有効利用、省エネル
ギ－、廃棄物削減等に配慮した技術の開発に努める
4　貴重な水資源の使用効率化に取り組み、環境負荷の低減に努める
5　事業活動におけるエネルギ－利用効率の向上と維持可能なエネルギ－の使用
を推進します。これにより、省エネルギ－と温室効果ガス排出削減を実現し、気
候変動の緩和に貢献
6　化学物質の確実な管理を行い、使用抑制・代替に努め、大気汚染物質・水質
汚濁物質の排出削減を継続し、環境汚染のリスク低減と予防に努める
7　廃棄物・副産物の削減を目指し、4R(リフゥ－ズ・リデュ－ス・リユ－ス・リ
サイクル)を推進する
8　生物多様性への影響を最小化し、生態系の保全に貢献する、また地域社会の
一員として環境対策に取り組み、環境に悪影響を及ぼすような事態や状況には責
任をもって迅速に対処する
9　社員教育を通じて全社員の環境改善に取り組む意識の向上を図る
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